
No
146
平成28年11月

題字 ： 青生野小学校
　　　6年　山形  綾音さん

村民の広場……………………… 17

　９月定例議会……………… 2～5

…… 6～13

ふるさと鮫川への想い………… 18

9
月
定
例
会

追跡！ どうなったっぺ？
  あの一般質問………………… 16

道の駅基本構想策定など可決！

初の議会モニター懇談会
一般質問に８議員登場

14～15

のこった、
のこったぁ

！

負けてたま
るかぁ～！！

熊野神社
 チビッコ

相撲



さめがわ議会だより第146号　 2

９月定例会の
あらまし

 

９
月
定
例
会
が
９
月
14
日
か
ら

21
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行

い
８
議
員
が
水
道
水
の
確
保
や
財

政
支
援
団
体
の
監
査
な
ど
を
と
り

あ
げ
、
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
の
報
告
の
後
、

条
例
５
件
、
平
成
27
年
度
会
計
決

算
認
定
９
件
、
平
成
28
年
度
補
正

予
算
10
件
、
過
疎
自
立
促
進
計
画

の
変
更
１
件
の
提
案
理
由
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２・３・7
日
目
に
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
と
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
の
合
同
議
案
調
査
を
開
催

し
、
議
案
審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、審
議
し
た
条
例
、

決
算
認
定
、
補
正
予
算
、
過
疎

計
画
の
変
更
を
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、追
加

提
案
さ
れ
た
人
事
２
件
、諮
問
１

件
を
同
意
・
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

9月
定例会

■ 会計別決算状況

■ 27年度の主な事業

事業勘定

直診勘定

一　般　会　計

会　計　別

決 算 総 額

歳 入 総 額 歳 出 総 額 差　引　額

国保

特　
　
別　
　
会　
　
計

39億2515万円

6億533万円

7915万円

1億6641万円

1208万円

3470万円

4億4920万円

1306万円

1億238万円

3504万円

14億9735万円

37億7093万円

5億7973万円

6625万円

1億2036万円

980万円

3311万円

4億3741万円

1223万円

1億207万円

3498万円

13億9594万円

1億5422万円

2560万円

1290万円

4605万円

228万円

159万円

1179万円

83万円

31万円

6万円

1億141万円

54億2250万円 51億6687万円 2億5563万円

空き家再生等推進事業 道少田住宅跡地整備工事
携帯電話エリア整備工事
　折戸地区
　薮地区
地域づくり総合支援事業（サポート事業）
湯の田温泉活用事業 建物解体工事
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業
　消費喚起プレミアム商品券発行事業
　村総合戦略策定事業
　鹿角平観光牧場合宿誘致事業
　産業起こしプロジェクト推進事業 
　特産品開発推進事業
こどもセンター太陽光発電設備事業
中山間地域等直接支払交付金事業

農業基盤整備促進事業 薮地区農道改良工事

ふくしま森林再生事業
山口・官代地区、戸草地区、真坂地区

県単治山施設補助事業
戸草地区治山施設工事
社会資本整備総合交付金事業
　鮫川中学校線舗装補修工事
　新宿古殿線舗装補修工事
　江堀那倉線ほか舗装補修工事（江堀牧野線分）
　公営住宅宿ノ入団地建設工事
公営住宅整備事業
公営住宅見渡団地被災住宅建替工事

1100万円

2672万円
2576万円
1069万円
2840万円

919万円
805万円
1390万円
190万円
657万円
3379万円
9295万円
2448万円
3725万円
9664万円
2826万円
442万円
328万円

4218万円
3041万円
3621万円
8748万円

3434万円

26年度繰越
27年度
26年度繰越
27年度
26年度繰越
27年度

事　業　名 金　　　額

建物が解体撤去された旧西島旅館跡地

ふくしま森林再生事業を実施した戸草地区

簡易水道事業

村 営 バ ス

集落排水事業

介 護 保 険

交 流 施 設

学校給食センター

後期高齢者医療

小 計

健全と判断～
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住
民
福
祉
向
上
に
向
け 

さ
ら
な
る
努
力
を

平成27年度
決 算

■ 一般会計決算

歳入 39億2515万円 歳出 37億7093万円

村税
2億7390万円
7%

地方交付税
19億3728万円
49%使用料及び手数料

4668万円
1%

国庫支出金
3億8625万円
10%

県支出金
4億3902万円
11%

繰入金
2億78万円
5%

村債
2億8130万円
7%

その他
2億2811万円
6%

総務費
9億5504万円
25%

民生費
6億4969万円
17%

衛生費
3億8472万円
10%

労働費
540万円
1%

農林水産業費
5億2630万円
14%

商工費
5846万円
2%

土木費
3億2373万円
9%

消防費
1億1151万円
3%

教育費
2億4973万円
6%

災害復旧費
7637万円
2% 公債費（借金返済）

3億7939万円
10%

議会費
5059万円
1%

繰越金
1億3183万円
4%

～財政状況は

　
一
般
会
計
で
は
、１
億
１
４
９
万
７

３
５
円
が
28
年
度
へ
繰
り
越
す
額
で

あ
り
、こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
自
立
の
村
づ
く
り
に
向
け
て

適
正
な
財
政
運
営
の
効
率
化
を
図

り
、実
質
収
支
額
が
黒
字
決
算
と
な
っ

た
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
。

　
村
税
の
年
度
内
完
納
を
達
成
し
59

年
間
継
続
完
納
と
な
っ
た
こ
と
を
評

価
し
た
い
。村
債（
借
入
れ
）は
、対
前

年
比
41・８
％
の
増
で
あ
っ
た
が
、全

会
計
総
括
的
に
は
、黒
字
で
翌
年
へ
引

き
継
い
だ
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
、今
後
も
よ
り
一
層
の
効
率
的

な
予
算
の
執
行
に
留
意
さ
れ
、健
全

財
政
の
運
営
に
徹
し
、住
民
福
祉
向

上
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

   

平
成
28
年
９
月
７
日

　
　

   　
監
査
委
員　
根
本　
一
美

　
　

   　
監
査
委
員　
前
田　
雅
秀

■ 資金不足比率
資金不足比率 資金不足比率

監
査
委
員

決
算
審
査
意
見
書（
抜
粋
）

一般会計等（普通会計）における赤字額の標準財政規模
に対する比率
すべての会計の赤字額の標準財政規模に対する比率
一般会計等（普通会計）が負担する地方債の償還金の標
準財政規模に対する比率
一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率
実質公債費比率

将来負担比率

◆

◆
◆

◆

27年度

ー

ー

26年度

ー

ー

20.0

20.0

簡易水道事業
特別会計

集落排水事業
特別会計

■ 財政健全化判断比率
健全化判断比率 健全化基準27年度

ー

ー

5.0

ー

26年度

ー

ー

5.3

ー

15.0

20.0

25.0

350.0

（％）（％）

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

　
法
律
に
基
づ
き
、市
町
村
で

は
毎
年
度
の
決
算
に
お
い
て
、

４
つ
の
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
村
の
決
算
で
は
、実
質
赤
字

比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率

と
も
に
黒
字
決
算
で
あ
り
赤

字
額
は
発
生
し
ま
せ
ん
。ま

た
、実
質
公
債
費
比
率
、将
来

負
担
比
率
は
健
全
化
基
準
を

下
回
り
良
好
な
状
態
を
示
し

て
い
ま
す
。

決算審査の結果を
報告する

根本一美監査委員



道
の
駅
基
本
構
想
策
定
業
務
と

事
業
の
基
本
的
な
考
え
は
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常任委員会の合同議案調査
平成27年度決算 平成28年度補正予算

 

平
成
28
年
９
月
定
例
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
決
算
及
び

平
成
28
年
度
の
補
正
予
算
案
、
さ
ら
に
条
例
改
正
５
議
案
、
人

事
案
な
ど
合
わ
せ
て
27
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
ら
の
議
案
に
対
し
て
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業

厚
生
常
任
委
員
会
の
議
案
調
査
は
、
各
担
当
課
長
か
ら
事
業
実

績
や
議
案
の
提
出
理
由
等
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
２
日
間
に

わ
た
り
議
案
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

 
さ
ら
に
、
27
年
度
に
事
業
が
終
了
し
た
「
う
つ
く
し
ま
森
林

再
生
事
業
」
な
ど
６
箇
所
の
現
地
確
認
を
し
事
業
実
績
の
確
認

を
い
た
し
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
40
周
年
記
念
事
業
補
助
金
、

鍬
木
田
配
水
池
整
備
工
事
な
ど
、集
中
調
査両常任委員会による合同議案調査

ふくしま森林再生戸草地区道少田住宅跡地整備薮地区農道改良

湯
ノ
田
温
泉
活
用
基
本
構

想
の
業
務
内
訳

鹿
角
平
観
光
牧
場
合
宿
誘

致
事
業
の
内
訳

村
有
建
物
の
敷
地
賃
貸
料

の
支
出
内
訳

鹿
角
平
乾
燥
施
設
の
用
途

買
い
物
弱
者
支
援
事
業
他

●●●●● 【
２７
年
度
決
算
調
査
】

鹿
角
平
観
光
牧
場
Ｐ
Ｒ
事

業
の
内
訳

鹿
角
平
天
文
台
反
射
式
望

遠
鏡
設
置
工
事
の
内
訳

商
工
会
女
性
部
４０
周
年
補

助
金
の
支
出
理
由

ほ
っ
と
は
う
す
体
験
館
塗

装
工
事
の
内
訳
他

●●●● 【
２８
年
度
補
正
予
算
】

総務文教
常任委員会

さ
ぎ
り
荘
薪
ボ
イ
ラ
ー
改

修
工
事

特
産
品
開
発
推
進
業
務
の
内
訳

大
豆
生
産
奨
励
報
償
費
の
内
訳

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

の
内
訳

農
業
委
員
会
費
の
負
担
金

補
助
金
、交
付
金
の
各
内
訳

●●●●● 【
２７
年
度
決
算
調
査
】

定
住
促
進
住
宅
建
設
設
計

業
務（
水
口
１
棟
４
戸
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業

自
家
用
水
道
施
設
整
備
補

助
金

手
ま
め
館
新
メ
ニ
ュ
ー
開

発
支
援
の
内
訳

花
苗
生
産
施
設
の
事
業
内
訳

●●●●● 【
２８
年
度
補
正
予
算
】

問
中
心
地
活
性
化
と
手
ま
め
館
の

老
朽
化
対
策
と
子
育
て
支
援

答
鍬
木
田
配
水
池
整
備
工
事
の
工
期

遅
延
と
繰
り
越
し
の
理
由
は

産業厚生
常任委員会

問
施
工
上
の
不
注
意
か
ら
労
基
署
か

ら
指
導
が
あ
り
、工
事
が
遅
延
繰
り

越
し
と
な
っ
た

答

現
地
調
査
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中心地の賑わい創出を提案
地方創生交付金を活用

【
質
疑
】 

前
田  

武
久 

議
員

反
対
討
論（
要
約
）

賛
成
討
論（
要
約
）

【
答
弁
】 

村
長

【
答
弁
】 

村
長

【
質
疑
】 

京
條  

英
征 

議
員

道
の
駅
基
本
構
想
策
定
な
ど

賛
成
多
数
で
可
決

一 般 会 計
補正
予算

舘山、手まめ館を核とする村中心地

前
田　
武
久 

議
員

　
本
村
に
お
い
て
年
々
人
口

が
減
少
す
る
な
か
で
、
人
を

集
め
る
、
集
ま
る
施
策
は
重

要
で
あ
る
。
ま
し
て
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
現
状
に
お
い

て
、
施
設
等
の
利
便
性
と
集

約
を
図
り
、
住
民
が
利
用
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
大
事

で
あ
る
。
ま
た
多
く
の
若

者
、
お
母
さ
ん
か
ら
も
子
供

達
と
く
つ
ろ
げ
る
公
園
の
要

望
も
あ
り
、
道
の
駅
構
想
は

夢
の
あ
る
重
要
な
施
策
で
あ

る
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

宗
田　
雅
之 

議
員

○
○
○
○
○
○
○
○
○

遠 藤 貴 人
堀 川 照 夫
北 條 利 雄
京 條 英 征
関 根 英 也
前 田 雅 秀
関 根 政 雄
前 田 武 久
宗 田 雅 之

議 員 名

○=賛成　　　△=反対
□=特別会計の交流施設のみを反対

各議員による採決結果

○
○
○
○
○
○
○
□
○

○
○
○
△
○
○
○
△
○

○
○
○
○
○
○
○
□
○

△
○
○
○
○
○
○
○
○

一般会計 特別会計
27年度決算 28年度補正

一般会計 特別会計
教育長
人事案

　
道
の
駅
基
本
構
想
策
定
業

務
と
し
て
５
５
０
万
円
計
上

し
て
い
る
。
場
所
は
本
村
中

心
部
を
想
定
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
構
想
概
要
に
つ
い
て

伺
う
。

　

仮
定
の
論
議
で
あ
る
が
、

村
の
平
場
に
２
ha
ほ
ど
の
広

場
を
作
り
賑
わ
い
を
村
の
中

心
地
に
つ
く
り
た
い
。
そ
の

土
地
の
盛
り
土
は
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
前

の
山
を
削
り
取
り
、
修
明
高

校
と
道
路
で
結
ん
で
賑
わ
い

を
創
出
し
た
い
。

　
道
の
駅
構
想
策
定
の
中
で

学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
細
部

に
わ
た
っ
て
計
画
も
示
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
は
検
討
す

る
時
間
も
、
村
民
か
ら
意
見

を
聞
く
時
間
も
な
い
。
盛
土

に
利
用
す
る
予
定
の
山
は
残

す
べ
き
、
国
交
省
の
認
可
は

得
ら
れ
る
の
か
、
人
口
減
少

が
続
く
将
来
に
ふ
さ
わ
し
い

建
設
な
の
か
、
大
き
な
負
担

に
な
ら
な
い
の
か
、
な
ど
多

く
の
意
見
が
予
想
さ
れ
る
。

大
き
な
事
業
は
村
民
が
主
役

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

成
果
が
期
待
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
の
状
況
は
村

民
か
ら
拙
速
の
批
判
を
受
け

か
ね
な
い
が
。

　

「
村
の
中
心
地
に
賑
わ
い

を
」
と
い
う
提
案
が
若
い
人

達
か
ら
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に

地
方
創
生
交
付
金
の
事
業
が

湧
き
だ
し
、
「
村
の
中
心
の

賑
わ
い
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
た
い
」
と
提
案

し
た
。

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
１
億
５
千
７
８
８
万
円

を
補
正
し
、
予
算
額
を
31
億
２
千
２
３
３
万
円
と
し
て
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
国
の
地
方
創
生
事
業
の
交
付
対
象
事
業

を
活
用
し
「
本
村
の
中
心
地
活
性
化
事
業
」
の
な
か
で
「
道
の

駅
構
想 

策
定
基
本
構
想
」
は
議
案
調
査
で
も
質
疑
が
相
次
ぎ
、

賛
否
が
分
か
れ
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

せ
っ
そ
く

　
道
の
駅
に
対
し
て
反
対
の

立
場
で
討
論
す
る
。

　
直
売
所
「
手
ま
め
館
」
が

開
所
し
て
11
年
と
な
る
。
村

長
は
公
約
で
「
振
興
公
社
立

ち
上
げ
る
」
と
し
て
い
た
が

自
立
経
営
は
未
だ
に
立
ち
上

が
っ
て
い
な
い
。
手
ま
め
館

へ
の
財
政
支
援
を
し
、
健
全

経
営
に
も
至
ら
な
い
ま
ま
道

の
駅
構
想
を
進
め
る
こ
と
に

は
孫
子
の
世
代
に
大
き
な
負

担
を
課
す
箱
物
で
あ
り
反
対

を
す
る
。

ま
ご 

こ



京條　英征 議員

夢に向かって、理想と
情熱と行動、そして感
動を

①

前田　武久 議員
急を要する飲料水の
確保について
村道改良と維持管理
について

①

②

北條　利雄 議員
指定管理者・有償無償
貸与管理者との管理
手順
地域ポイント制度
財政的支援団体への
監査

①

②
③

宗田　雅之 議員
暮らしていくための
施策
教育環境について

①

②

関根　政雄 議員
簡易水道整備計画と
生活用水確保の支援
要望、陳情の取り扱い
と始業執行

①

②

さめがわ議会だより第146号　６

大樂　勝弘 村長 奥 貫　 洋 教育長 根本  一美 監査委員

一
般
質
問
の
答
弁
者星　 一 彌 議長

議
会
の
進
行

（藤田　 渚さん）

（鈴木　 楓さん）

（石井 明桂さん）

（鈴木 萌華さん）

（須藤 翔勇くん） （関根 煌星くん） （藤田 渓吾くん） （木之内 結梨さん）

（鈴木 壮大くん）

村政を村政を
ここが
　聞きたい

！

ただす！！
議員8人が登壇

P 7

堀川　照夫 議員

①村道関口世々麦線の
整備について

（鈴木 快雅くん）

P12P 8

遠藤　貴人 議員

①村内公共トイレの整備
と今後の方策

（生田目 真歩さん）

P12P 9

関根　英也 議員
肉用牛繁殖産業の最
先端技術による再構
築と公設民営による畜
産業の振興と農地再
生策

①

（蛭田 柊矢くん）

P11

P10 P13

にがお絵は鮫川小３年生に描いていただきました。



北
條 

利
雄 

議
員
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地域ポイント制度の導入を伺う

住民と行政が一体化した取り組みを
検討する

問

答

地域に“笑顔”を届ける店舗「手・まめ・館とすまいる」

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
革
新
的
な
取
組
み
に

「
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

が
あ
る
。
目
的
は
、
「
少

子
高
齢
化
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
地
域
産
業
、
地

方
財
政
等
」
の
地
域
が
抱

え
る
地
域
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
あ
り
、
住
民
の

参
加
を
促
し
行
政
と
一
体

と
な
り
取
組
む
も
の
。
協

働
社
会
に
必
要
な
諸
活

動
、
地
元
商
店
会
等
と
の

一
体
化
・
連
携
を
「
地
域

総
合
カ
ー
ド
」
と
し
て
機

能
さ
せ
、
地
域
循
環
型
の

助
け
合
い
シ
ス
テ
ム
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。
地

域
「
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
導

入
の
所
見
を
伺
う
。

　

住
民
と
行
政
が
協
同
し

て
取
り
組
む
の
に
地
域
ポ

イ
ン
ト
制
度
が
有
効
な
の

か
、
費
用
対
効
果
な
ど
を

総
合
的
に
検
討
し
、
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
。

質 

問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
代
表
監
査
委
員
）

答
弁（
村
長
）

　
地
域
経
済
の
循
環
の
具

体
的
手
法
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
行
政
が
主
体
と
な

り
、
実
効
性
を
高
め
誘
導

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
住
民

と
行
政
が
一
体
化
し
た
取

り
組
み
を
早
い
時
期
に
検

討
す
る
。

問
公
の
施
設
の
経
営
上
の
管
理
手
順
の
確
立
を
伺
う

管
理
者
と
連
携
し
、村
民
の
付
託
に
応
え
る

答
　
指
定
管
理
者
制
度
は
、

民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」
「
経
費
の
削
減
」
を

目
指
す
も
の
。
運
用
に
あ

た
っ
て
は
、
経
営
の
両
立

が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
利
用
者
の
声
の

聴
取
、
実
地
調
査
な
ど
管

理
の
実
態
を
把
握
し
、
公

的
責
任
を
果
た
す
必
要
が

あ
る
。
経
営
上
の
管
理
手

順
を
確
立
し
、
施
設
の
設

置
目
的
で
あ
る
「
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に
寄

与
す
べ
き
で
あ
る
。
管
理

者
と
の
経
営
上
の
管
理
手

順
の
確
立
に
つ
い
て
の
所

見
を
伺
う
。

　

担
当
部
署
が
一
定
の

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

る
が
、
管
理
手
順
の
位
置

づ
け
の
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
な
い
。
業
務
の
評
価

や
改
善
事
項
を
次
年
度
の

事
業
計
画
に
発
展
的
に
結

び
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

管
理
基
準
を
制
度
化

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
寄

与
す
べ
き
で
あ
る
。

　

管
理
者
と
連
携
を
密
に

し
、
村
民
の
付
託
に
応
え

る
。

問
財
政
的
支
援
団
体
へ
の
監
査
を
伺
う

抽
出
し
て
監
査
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る

答
　
財
政
的
支
援
団
体
に
対

す
る
補
助
金
、
交
付
金
、

負
担
金
等
、
財
政
援
助
に

係
る
出
納
そ
の
他
の
事
務

の
執
行
も
監
査
対
象
で
あ

る
。
団
体
へ
の
監
査
は
件

数
も
多
く
、
地
方
自
治
法

の
規
定
で
も
内
容
が
限
定

さ
れ
、
全
般
に
わ
た
る
監

査
が
可
能
と
な
っ
て
い
な

い
現
状
が
あ
る
。
全
て
を

網
羅
す
る
こ
と
は
困
難
だ

と
認
識
す
る
が
、
行
財
政

の
適
法
性
、
効
率
性
等
の

増
進
を
図
る
観
点
か
ら
、

財
政
的
支
援
団
体
へ
の
抽

出
監
査
な
ど
の
計
画
や
監

査
の
改
善
点
を
伺
う
。

　

限
ら
れ
た
人
員
、
日

時
、
予
算
の
中
、
ど
の
よ

う
な
効
率
的
な
監
査
を
す

べ
き
か
検
討
を
重
ね
て
き

た
。
27
年
度
は
現
地
調
査

を
含
め
、
長
期
間
に
及
び

財
政
支
援
団
体
へ
の
監
査

を
見
合
わ
せ
た
。
28
年
度

は
監
査
の
基
本
方
針
に
あ

る
「
補
助
目
的
が
十
分
達

成
さ
れ
て
い
る
か
」
に
よ

り
、
定
期
監
査
に
合
わ
せ

抽
出
し
て
監
査
を
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
。

質 

問

質 

問



鹿角平を名実ともに観光牧場として
整備を
子供を遊びから学び育てる最適な
場所だと考えている

問

答

さめがわ議会だより第146号　８

京
條 

英
征 
議
員

子供に夢いっぱいな観光牧場に

　
東
根
市
の
視
察
研
修
で

痛
感
し
た
取
り
組
み
を
基

に
伺
い
た
い
。
東
根
市

は
、
鮫
川
村
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
恵
ま
れ
た
立
地

に
あ
っ
た
。
38
年
間
人
口

増
加
を
つ
づ
け
て
い
る
と

い
っ
て
も
、
参
考
に
も
な

ら
な
い
と
懸
念
し
て
い

た
。
だ
が
そ
の
要
因
が
立

地
に
ば
か
り
に
あ
る
の
で

は
な
い
と
教
え
ら
れ
た
。

室
内
型
と
、
広
大
な
屋
外

の
遊
び
場
の
整
備
は
、
自

主
性
、
社
会
性
、
独
創
性

な
ど
を
育
む
の
は
遊
び
か

ら
学
ぶ
「
遊
育
」
の
視
点

か
ら
と
い
う
。　

「
に
っ
け
い
子
育
て
支
援

大
賞
」
も
受
賞
し
て
お
り

将
来
を
見
据
え
た
多
く
の

子
育
て
支
援
策
を
推
進
し

て
い
た
。

　
さ
て
鮫
川
村
で
あ
る
。

鹿
角
平
を
名
実
と
も
に
そ

の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
整
備

で
き
な
い
か
と
考
え
る
。

　
景
観
を
活
か
し
、
子
供

が
無
我
夢
中
に
な
っ
て
遊

び
た
く
な
る
遊
具
を
備

え
、
羊
や
牛
が
草
を
食

み
、
季
節
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
花
が
咲
き
、
見
渡
せ
ば

親
子
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
る
、
そ
ん
な

姿
を
将
来
に
の
こ
せ
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
国
道
２
８
９
号
線
も
鹿

角
平
の
側
を
通
る
構
想
な

ら
ば
、
将
来
は
交
通
の
要

衝
に
位
置
す
る
の
が
鮫
川

村
で
あ
る
。

　
過
疎
ど
こ
ろ
か
県
内
で

も
第
一
級
の
観
光
地
と
し

て
脚
光
を
あ
び
る
の
は
夢

で
は
な
い
と
思
う
。
情
熱

を
持
っ
て
ど
う
行
動
す
る

か
次
第
と
考
え
る
が
如
何

か
。

 　

鹿
角
平
は
昭
和
50
年
に

開
発
さ
れ
て
以
来
、
多
く

の
農
家
の
努
力
に
よ
っ
て

維
持
さ
れ
て
き
た
。
そ
う

し
た
営
み
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
雄
大
な
景
観
を

活
か
し
観
光
牧
場
と
し
て

整
備
さ
れ
て
き
た
。

　

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
、
天
文

台
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
な
ど
で
あ
る
。

　

一
番
の
観
光
資
源
で
あ

る
採
草
地
の
雄
大
な
景
観

を
維
持
し
て
い
き
な
が
ら

農
家
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
子
供
が
夢
中
に
な
っ

て
遊
び
た
く
な
る
遊
具
の

設
置
に
つ
い
て
も
相
談
し

財
源
の
確
保
も
含
め
て
検

討
し
た
い
。

　

子
供
の
頃
の
原
体
験
が

そ
の
後
の
成
長
、
発
達
に

大
き
く
影
響
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
鹿
角
平
は
そ

う
い
っ
た
体
験
を
す
る
に

最
適
な
場
所
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　

広
大
な
草
原
と
満
天
の

星
空
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
に
館
山
公
園
、
湯
の
田

温
泉
な
ど
と
連
携
し
観
光

地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

て
い
き
た
い
。

 

　
今
の
鹿
角
平
の
姿
が
あ

る
の
は
、
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
っ
て
の
上
だ
と
良
く

理
解
で
き
た
。

　
あ
の
雄
大
な
景
観
を
守

り
な
が
ら
名
実
と
も
に
誇

れ
る
観
光
牧
場
に
す
る
べ

き
。
あ
れ
だ
け
魅
力
あ
る

場
所
は
他
に
は
な
い
。

　
他
に
埋
も
れ
て
い
る
宝

物
を
探
し
そ
れ
に
磨
き
を

か
け
れ
ば
、
美
し
い
村
、

行
っ
て
み
た
い
村
と
し
て
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
る
時
代

が
必
ず
来
る
と
信
ず
る
。

　
人
を
奪
わ
れ
る
側
の
村

と
し
て
、
守
り
な
が
ら
攻

め
る
大
事
な
時
期
で
あ

り
、
そ
れ
が
鹿
角
平
で
あ

り
、子
供
へ
向
け
た
施
策
の

展
開
で
あ
る
と
考
え
る
。

 　

村
の
自
然
豊
か
な
緑
を

大
事
に
し
、
子
供
が
誇
り

を
持
っ
て
学
べ
る
村
、
育

て
る
魅
力
あ
る
村
づ
く
り

に
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
く
。

再
質
問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）



関
根 

政
雄 

議
員

生活飲料水確保事業、自家用水道の
支援を推進すべき
簡易水道は計画どおり、自家用水道
支援は来年度に検討

問

答

９ さめがわ議会だより第146号

支援が求められる自家用水源確保事業

　
本
村
の
簡
易
水
道
の
普

及
率
は
50
％
弱
で
あ
る
。

今
後
の
整
備
計
画
を
伺

う
。
ま
た
半
数
の
自
家
用

井
戸
に
頼
る
村
民
は
降
雨

が
少
な
く
水
源
が
枯
渇
し

危
機
的
状
況
に
あ
る
。
水

源
確
保
と
し
て
一
戸
あ
た

り
20
万
円
の
支
援
策
が
あ

る
が
、
補
助
金
を
増
額
し

村
民
の
負
担
軽
減
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
鍬
木
田
配
水
池
の
更
新

が
平
成
30
年
３
月
に
完
成

す
る
。
そ
の
後
に
西
野
西

部
地
区
の
給
水
区
域
の
拡

張
を
予
定
し
て
い
る
。

　
補
助
金
の
増
額
は
来
年

度
の
予
算
編
成
で
検
討

す
る
。

　
平
成
28
年
度
は
既
に
14

世
帯
の
自
家
用
水
道
補
助

金
の
申
請
が
あ
る
が
、
一

戸
あ
た
り
の
工
事
費
の
平

均
は
い
く
ら
か
。

　

一
戸
あ
た
り
の
平
均
額

は
72
万
１
千
円
で
あ
る
。

　
古
殿
町
は
補
助
金
の
上

限
が
30
万
円
。
平
田
村
は

井
戸
掘
り
の
他
に
、配
線
、

配
管
、水
質
検
査
、浄
水
器

に
い
た
る
ま
で
上
限
50
万

を
補
助
し
て
い
る
。

　
若
い
子
育
て
中
の
家
庭

な
ど
安
全
な
飲
料
水
確
保

の
た
め
の
補
助
金
要
因
の

間
口
を
広
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

水
道
普
及
率
が
低
い
村

で
は
今
後
も
補
助
金
申
請

が
増
え
る
と
予
想
す
る
。

事
業
費
の
半
額
を
補
助
す

る
と
約
束
で
き
る
財
政
状

況
に
な
い
。

　
新
築
や
増
築
時
の
水
源

地
確
保
や
水
道
工
事
に
対

し
て
の
支
援
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

新
築
を
す
る
場
合
の
水

源
地
確
保
に
応
じ
る
財
政

の
余
力
は
な
い
。　

　
村
民
か
ら
村
に
提
出
さ

れ
た
多
種
に
わ
た
る
要
望
、

陳
情
は
地
区
民
の
生
活
に

密
着
し
た
案
件
で
あ
る
。

未
執
行
の
事
業
、
特
に
古

い
年
度
に
提
出
し
て
い
る

要
望
な
ど
、
採
択
の
手
順

と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

要
望
、
陳
情
は
平
成
15

年
か
ら
１
０
７
件
で
あ
り

未
執
行
は
25
件
で
あ
る
。

　

古
い
案
件
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
用
件
を
満
た

し
、
補
助
事
業
財
源
の
め

ど
が
つ
い
た
も
の
か
ら
予

算
編
成
に
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
緊
急
性
、
重
要

性
、
他
地
区
と
の
均
衡
性

な
ど
を
考
慮
し
検
討
し
て

い
る
。

　
陳
情
、
要
望
の
箇
所
の

現
地
視
察
を
実
施
し
て
い

る
か
。
ま
た
提
出
者
や
行

政
区
長
に
そ
の
後
の
経
過

を
説
明
し
て
い
る
か
。

　

要
望
者
に
対
し
て
は
答

え
は
出
し
て
い
る
。
ま
た

数
ケ
所
集
ま
ら
な
い
と
採

択
に
な
ら
な
い
事
業
も
あ

る
が
希
望
に
応
え
る
た
め

に
努
力
し
て
い
る
。

　
要
望
箇
所
は
各
行
政
区

長
へ
の
引
き
継
ぎ
と
懇
談

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

下
積
み
の
要
望
な
ど
新

任
区
長
へ
引
き
継
ぎ
が
で

き
る
よ
う
に
係
に
申
し
つ

け
る
。

問
村
民
か
ら
の
要
望
、陳
情
の
扱
い
と
採
択
法
は

緊
急
性
、重
要
性
、他
地
区
と
の
均
衡
性
を

考
慮
し
事
業
執
行
す
る

答
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